
第１４回政策調整会議結果報告 

 

１ 日 時 平成 20 年 12 月 9 日（火）午前９時００分～午前１１時３０分 

 

２ 場 所 役場２階審議室 

 

３ 出席者 

《構成員》田浦副町長、服部総務課長、北向建設水道課長、岡崎保健福祉課

長 

《庶 務》総務課企画財政班 石田主幹、新井主任 

 

４ 内 容 

１ 平成２１年度実施計画策定に伴う要望事業について 

 [担当から資料により説明] 

・Ｈ２１年度投資的事業 

事業費 1,722,376 千円（財源内訳 国庫：760,349 千円、道費：6,359 千円、

起債：162,500 千円、その他：458,677 千円、 

一般財源 334,291 千円） 

 ・Ｈ２１年度調整交付金要望事業  

6 事業 全体事業費 103,400 千円 内調整交付金額 90,900 千円 

 ・事前評価結果について、事務局で取りまとめた結果を確認願う。 

  [総 括] 

・投資的事業枠 250,000 千円に対し、投資的事業の一般財源要望額が 334,291

千円のため、80,000 千円程度縮小しなければならない。 

・担当課及び副町長、事務局とで、事前評価結果などをふまえ要望内容を検討

する個別協議を実施し、事業調整を行う。 

 

２ 役場庁舎１・２階トイレの改修（多目的トイレの整備）について（事前評価） 

[担当から資料により説明] 

・役場１階トイレを車椅子使用する方、障がいのある方、母子などが安心して

利用できるようにＨ２１年度改修を要望する。 

・１階を女性用トイレ（大２、内洋式１）と多目的トイレ（大１、小１）にし、 

２階を男性用トイレ（大４、内洋式２、小５）とする。 

・多目的トイレにベビーシート、ジェットタオルを設置する。 

[協議内容(全体)] 

 ・設計が福祉基準に合致しているか確認が必要。 

 ・机上だけの考えだけではなく、保健福祉課と協力し、車椅子を実際に使用す



る方の意見を取り入れるなど、機能重視の整備が必要。 

 ・１階から男性用トイレをなくすと、来庁者に不便を強いることになりかねな

いため、多目的トイレを男性用トイレとの共用（多目的トイレ内に男性用小便

器２個を設置し、通常は、男性用トイレとして使用する）にするなどの検討が

必要。 

 ・多目的トイレを別の場所に作るなどの複数案を検討する必要がある。 

 [総 括] 

・公共施設として、多目的トイレの設置は非常に必要性が高い。 

・会議の意見をふまえた検討が必要であり、個別協議することとする。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ｂ、効率性→Ｂ、公平性→Ｂ、評価→Ｂ。 

 


